














資料８





次期提言でめざす地域のイメージについて　～詳細版～（案）





○学校・家庭・地域の協働による取組みのさらなる推進


三者が協働した取組みを進めるため、教育コミュニティづくりに関わる人材の育成・定着を図り、持続的な活動を支えるネットワークの構築を進める。





各取組みが進むよう働きかける主体は、原則として、社会教育行政（教育委員会、公民館等社会教育施設　等）を想定


＊取組みを進めるため、社会教育


行政職員や社会教育施設職員等


を対象に研修を実施


・人権教育セミナーを活用


・学びあい講座及び府公連と連携





＊教育や子育てに関する課題を学校、家庭、地域の団体・グループ等が共有し、課題解決に向けた協働の取組みをさらに進め、大人のつながりをより一層強いものにしていく。


そのことは、大人が地域の課題に気づき、行動をしようとした時に、一緒に何かできることに、取り組もうという機運の醸成につながる。





○地域課題に気づくきっかけとなる取組みの実施


　　防災訓練の実施等を通して要援護者の存在に気づくことをきっかけにして、地域課題の気づきにつなげる。


　　　＊福祉部局等の行政部局やコミニュティソーシャルワーカー社会福祉協議会等に依頼し、情報提供してもらう。


　　　　　例：①要援護者について


　　　　　　　②要援護者が抱える課題について　等





■取組み例


親学習の実施


　・子育て不安


フェスタの実施


　・外国人問題、障がい者問題　等


学校への学習支援としての取組み


・障がい者問題、高齢者問題　等





＊地域課題を学ぶとともに課題解決につなげるためには、地域のつながりの大切さ、一人ひとりの当事者意識を高め、主体的に考えることの大切さに気づく要素も盛り込む。


また、多くの人に参加してもらうため、親しみやすいテーマを考える。


■テーマ例：


・スマートフォンの上手な使い方


・防災マップづくり　・自分の身を守る方法を学ぼう


・発達凸凹って何？　・地域にあるユニバーサルデザイン


・特技や経験を生かせる地域活動を考えよう。








○課題解決に関わる行動を起こす


　　課題解決に関わる情報を知る


ことにより、可能なことに取


り組む。


　例：紹介


          支援の取組みへの参画


　　　　　見守り・声かけ


　　　　　相談





○大人が地域課題を学ぶ機会の創出


　　福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会等と連携し、


公民館等社会教育施設・社会教育関係団体等で地域


課題を学ぶ講座を企画する。


＊講座の中で学ぶこと


　　　　　①地域にある主な課題について


②個別課題（ひきこもり、子育て不安等）に


ついて　等





■主なターゲット


・若年層


　活力があり、何か地域で活動したいと思っている人


・現役世代


　地域活動の中心となれる可能性のある人


・アクティブシニア


　時間に余裕があり、ボランティアに関心のある人





○課題解決に関わる活動の情報を知る


　　福祉部局等の行政部局、社会福祉協議会等と連携し、公民館やPTA等の団体に対して課題解決に関わる活動の情報を知ってもらえるよう、支援の取組みやボランティアの養成講座などの情報を提供する。


　　　　





　　　





大人の気付きを促し、自ら考え、課題解決に向け、


主体的に行動する人の数を増やしていく。








